
公表日：令和5年12月28日 事業所名：SORATO(UMIE)いなみ第二教室※UMIEいなみ第二教室 サービス種類：放課後等デイサービス

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1 利用定員に応じた指導訓練室等スペースの十分な確保 基準以上のスペースを確保しています。
はい： ２３　（９６％）
どちらともいえない：１　（４％）
広いスペースで様々な活動が出来るようになっていると思います。

改善点、改修が必要な箇所はありません。

2 職員の適切な配置
基準の職員に加え、加配の職員も配置しています。職員は全員、有資格者を
配置しています。

はい： １９　（７９％）　どちらともいえない： １　(４％）
わからない： ４　（１７％）
様々な個性を持つ子ども達への対応もしっかりして頂いていると思います。

現状では、職員の増員は計画しておりません。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、情報伝達等に配慮した環境など
障害の特性に応じた設備整備

施設内は全面バリアフリーとしています。お子様の特性に合わせて、個別訓
練室も使用しています。

はい： ２３　（９６％）
わからない： １　（４％）
動きやすく、分かりやすいゆったりとした設備であると思います。

現状で対応できていると考えており、改修などの予定はありません。

4 清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に合わせた生活空間の確保
日々、清掃や消毒、換気、加湿を適宜行い、清潔な空間の確保に努めていま
す。

はい： ２３　（９６％）
どちらともいえない： １　（４％）
コロナ禍が続く中で、掃除だけでなく消毒等もきちんとされている様で安心
しています。

今後も安心して通所頂けるよう、現状維持に努めます。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返り）への職員の
積極的な参画

障害児通所施設支援システム「メイプル日誌Ⅲ」を導入し、業務改善、業務の
効率化に努めています。

引き続き、業務の効率化に努めたいと思います。

2 第三者による外部評価を活用した業務改善の実施 第三者評価はまだ取り入れていません。 現時点では、第三者評価制度の活用は考えておりません。

3 職員の資質の向上を行うための研修機会の確保
研修は各自メールやFAXでの案内で確認しています。また、月に１回法人が
定めた事業所内研修を実施し、資質の向上に努めています。

引き続き、内部研修だけでなく、外部での研修やオンラインでの研修を活用
できるように努めたいと考えております。

1
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を客観的に分析
した上での児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画の作成

保護者が記載した相談受付票や、送迎時や面談、電話等で得た直近の状況に加えて、
相談員からの計画書等から課題を整理し、事業所のコンセプトに沿った計画を作成し
ています。

お子様が興味を示しているもの等を中心に、遊びの中からでも学習やコミュ
ニケーションに繋がる活動を取り入れ、自己肯定感や個々の持っている力を
伸ばせるような計画を考えております。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団活動を適宜組み合わせた児童発
達支援又は放課後等デイサービス計画の作成

事業所のコンセプトに沿った内容と、お子様の強みを関連付けながら計画を
作成しています。

集団療育の内容に工夫を凝らして、週替わりでお子様が楽しめるように職員
間でアイデアを出し合っていきます。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画における子どもの支援に
必要な項目の設定及び具体的な支援内容の記載

学習支援に結びつくよう、事業所内にある機材や教材の活用方法を記載し
ています。

文字と音のリンク、数概念の育み、ワーキングメモリー、ビジョントレーニング
といった観点からも、お子様ぞれぞれの必要項目を設定できるようにしてい
きたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用            　　　　　　　　                 (別添様式２)

はい： ２４　（１００％）
困り事や伸ばしていきたいこと等を、普段の様子や話から汲み取って頂いて
作成されていると思います。
子どもが興味を持っている遊びなどを取り入れて本人の役割や目標なども
分かりやすく設定されていると思います。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画に沿った適切な支援の実
施

職員間で日々意識しながら、課題や活動を設定しています。
はい： ２４　（１００％）
連絡ノートや送迎時のお話、子どもとの会話からも行われていると思いま
す。

現状を継続できるように努めたいと思います。

5 チーム全体での活動プログラムの立案
基本となる学習支援プログラム以外の集団療育については、国語の要素と算数の要
素を週替わりで、且つ担当職員も変えながら、チーム全体でシミュレーションをしてア
イデアを出し合い、趣向を凝らした活動に取り組んでいます。

現状を継続できるように努めたいと思います。

6 平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やかな支援
休日や長期休暇中には、ボードゲームやカードゲーム等を使って、児童同士の交流を
促進しつつ、学びの要素が入っているものを提供しています。平日には週替わりの集
団活動で日々追加ルールを設けながら、社会性の向上を目指しています。

コミュニケーション能力の向上や、社会性、相手の気持ちの育みが期待でき
る協力ゲームの拡充などを図っていきたい。休日や長期休暇時は、外出支援
も検討していきたいと思います。

7 活動プログラムが固定化しないような工夫の実施
メインとなる支援は、オンライン教材の「すらら」と、認知機能の発達を促す3
種類のソフトを使ったトレーニングですが、集団療育については週替わりで
内容を変え、活動内容に工夫を凝らしています。

お子様の興味の幅を広げられる、或いは強みの発見につながるような工夫
を凝らしていきたいと思います。

8
支援開始前における職員間でその日の支援内容や役割分担についての確認
の徹底

朝礼後のミーティングで実施しています。 現状を継続できるように努めたいと思います。

9
支援終了後における職員間でその日行われた支援の振り返りと気付いた点
などの情報の共有化

支援終了後は、職員間で気付いた事を中心に振り返りを行い、情報の共有を
図っています。非常勤職員に関しては、翌日の出勤時に情報共有していま
す。

現状を継続できるように努めたいと思います。

10 日々の支援に関しての正確な記録の徹底や、支援の検証・改善の継続実施
障害児通所施設支援システム「メイプル日誌Ⅲ」を使い、毎日、必要な入力項
目への記録に努めています。

現状を継続できるように努めたいと思います。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の見直し

目安としては半年毎に、お子様の状況に変化があれば半年を待たずに、その
都度行っています。

現状を継続できるように努めたいと思います。

はい： ２２　（９２％）
どちらともいえない：１　（４％）
わからない：１　（４％）
色々な種類の遊びを取り入れ、子ども達が飽きずに楽しめる様になっている
と思います。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者による障害児相談支援事業所の
サービス担当者会議への参画

開催時間等、状況によっては児発管に加えて直接支援している職員も参加
できるよう、調整しています。

コロナ禍の状況ではあるが、可能な限り参加できるよう、今後も調整してい
きたいと思います。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある子ども等を支援してい
る場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援の実
施

3
（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある子ども等を支援してい
る場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制の整備

4
児童発達支援事業所からの円滑な移行支援のため、保育所や認定こども園、
幼稚園、小学校、特別支援学校（小学部）等との間での支援内容等の十分な
情報共有

5
放課後等デイサービスからの円滑な移行支援のため、学校を卒業後、障害福
祉サービス事業所等に対するそれまでの支援内容等についての十分な情報
提供

該当するケースがありませんでした。 該当者がいれば、対応できるようにしていきたいと思います。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援センター等の専門機関と連携や、専
門機関での研修の受講の促進

特に連携を必要とする事例はありませんでした。
専門機関による研修への参加は、送迎職員確保上の理由で実施できていま
せん。

送迎職員の確保が最優先され、対面での受講は困難な為、オンラインでの受
講の機会を活かしたいと思います。

7
児童等発達支援の場合の保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、放課
後等デイサービスの場合の放課後児童クラブや児童館との交流など、障害の
ない子どもと活動する機会の提供

現時点では、事業所外での対外的な交流はございません。
はい： ４　（１７％）　どちらともいえない：２　（８％）
いいえ： ５　（２１％）　わからない： １３　（５４％）
現在、コロナ禍が続いていて、他の施設との交流は難しいと思われます。

保護者の意見も要、不要が分かれているのが現状ではあるが、実施に向けて
検討したいと思います。

8 事業所の行事への地域住民の招待など地域に開かれた事業の運営
周囲を工場や店舗に囲まれ、近隣には一般家庭が無いため、地域住民の招
待を想定した企画を実施しておりません。

現状を考えると、地域住民の招待を想定した企画の実現は難しいと思われる
ので、現状通りとします。

1 支援の内容、利用者負担等についての丁寧な説明
支援の内容については見学時に、利用者負担等については契約時に具体的
な計算例を用いて説明しています。

はい： ２３　（９６％）
どちらともいえない：１　（４％）

現状を継続できるように努めたいと思います。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画を示しながらの支援内容
の丁寧な説明

実施しています。
はい： ２１　（８８％）
どちらともいえない：２　（８％）
わからない：１　（４％）

現状を継続できるように努めたいと思います。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対するペアレント･トレーニ
ング等の支援の実施

希望のあるご家庭に関しては、家庭訪問を実施し、相談援助の実施をしてい
ます。また、送迎時に日々のお悩み事をお聞きする機会を設けています。

はい： １４　（５８％）　どちらともいえない：３　（１３％）
いいえ： ２　（８％）　わからない： ５　（２１％）
「会」として開催という事ではなくても、日々の連絡等の中で自宅でも試したいと思う工夫を教
えてもらえています。

現状を継続できるように努めたいと思います。

関
係
機
関
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
・
連
携
支
援



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4 子どもの発達の状況や課題について、日頃から保護者との共通理解の徹底
障害児通所施設支援システム「メイプル日誌」の連絡ノート機能を用いた情報
交換と、送迎時には対面でのご説明を行っています。

はい： ２３　（９６％）
どちらともいえない：１　（４％）
連絡ノートや送迎時のお話し、メール等で丁寧なやり取りをして頂いている
と思います。

現状を継続できるように努めたいと思います。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談への適切な対応と必要な助言の
実施

送迎時における対面時など、保護者からの要望に対応できるようにしていま
す。

はい： １９　（７９％）　どちらともいえない：１　（４％）
いいえ： １　（４％）　わからない： ３　（１３％）
困り事等も相談しやすく、解決に向けた策も一緒に考えて頂いたりしています。

現状を継続できるように努めたいと思います。

6 父母の会の活動の支援や、保護者会の開催による保護者同士の連携支援
「意見交換会」として、保護者同士がお子様の特性や悩み事などを共通理解
できるような機会を不定期ではありますが、設定しています。

はい： ４　（１７％）　どちらともいえない：７　（２９％）
いいえ： ２　（８％）　わからない： １１　（４６％）
保護者より要望や困り事を相談できる会が開催された事がありました。機会が合えば参加して
みたい。

保護者のニーズが多いようであれば、開催を検討したいと思います。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体制整備や、子どもや保護者に周
知及び苦情があった場合の迅速かつ適切な対応

苦情受付体制が整備されており、管理者がその窓口となっております。
ご要望については、対応者からの伝達により、速やかに応えるように努めて
おります。

はい： １２　（５０％）　どちらともいえない：１　（４％）
わからない： １１　（４６％）
今まで苦情といった状況になった事が無いので分からない。

現状を継続できるように努めたいと思います。

8 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
スマホを用いた連絡ノートでのやり取りを始め、メール、電話など、保護者に
とって利便性の高い方法で情報共有できるようにしております。

はい： ２２　（９３％）　わからない： ２　（８％）
利用後の連絡表では、子どもの様子が分かりとてもありがたい。送迎時やメール、電
話で丁寧なやり取りをして頂いていると思います。

自閉的傾向を有する児童に対するPECS(絵カード交換式コミュニケーショ
ン・システム)等の導入可能性は検討したいと思います。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報について
の子どもや保護者への発信

現時点では、会報等の発行は行っておりませんが、Instagramで週３回程
度の情報発信を実施しています。

はい： １４　（５８％）　どちらともいえない：３　（１３％）
わからない：７　（２９％）
Instagramをフォローしていつも見させて頂いています。その際に、新しい遊びや子ども達を
迎える為の準備などを紹介して下さり、様子が分かって良いです。

Instagramを中心に、情報発信を継続できるようにしていきたいと思いま
す。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 施設や書庫の施錠は日々実施して取扱いに留意しています。
はい： ２０　（８３％）　どちらともいえない：１　（４％）
わからない：３　（１３％）

現状を継続できるように努めたいと思います。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアルの策定と、職
員や保護者への周知徹底

各種マニュアルは作成し、事務所内にて掲示しています。
はい： ２０　（８３％）　どちらともいえない：２　（８％）
いいえ：１　（４％）　わからない：３　（１３％） 現状を継続できるように努めたいと思います。

2 非常災害の発生に備えた、定期的に避難、救出その他必要な訓練の実施
年に２回以上実施できるよう、職員間で計画を立てて訓練を実施していま
す。

はい： ２０　（８３％）　どちらともいえない：１　（４％）
わからない：３　（１３％）

令和５年度は９月に実施済みです。
次回は３月頃に予定しています。
また、お子様が利用されている時間帯での定期的な訓練の実施も計画して
います。

3 虐待を防止するための職員研修機の確保等の適切な対応 外部での研修や法人内での研修に適宜参加し、適切な対応を深めています。 現状を継続できるように努めたいと思います。

4
やむを得ず身体拘束を行う場合における組織的な決定と、子どもや保護者
に事前に十分に説明し、了解を得た上での児童発達支援計画又は放課後等
デイサービス計画への記載

現在、身体拘束が必要なケースが無いが、必要な場合は職員間で検討後、保
護者への説明をし、個別支援計画に記載する手順は整えています。

現状を継続できるように努めたいと思います。

5 食物アレルギーのある子どもに対する医師の指示書に基づく適切な対応
見学時の相談受付時に、アレルギーに関する項目を記載してもらい、把握し
ています。当事業所が提供しているおやつに関しては、アレルギーの無いも
ので工夫しています。

現状を継続できるように努めたいと思います。

6 ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内での共有の徹底
ヒヤリハットが発生した場合は、その日のうちに作成し、今後の対策も含めて
職員間で情報共有をしています。

現状を継続できるように努めたいと思います。

非
常
時
等
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